
 

 

 

 

 

令和 8 年 4 月 9 日 14 時 00 分 

近畿地方整備局 

令 和 7年 度 に引 き続 き、天 ケ瀬 ダムで土 砂 還 元 （ 置 土 ） を行 います 

～  天 ヶ瀬 ダム下 流 に3,000㎥を置 土 します ～  

 

淀川水系の宇治川では、ダム等の河川横断工作物による土砂移動の連続性の遮断等により、宇治

川の一部区間で河床低下、河床材料の粗粒化等が課題となっていることから、昨年に引き続き、天ケ

瀬ダムに堆積した土砂を下流へ還元（置土）する取り組みを行います。 

取り組み期間中、土砂投入により河川の濁りが生じる可能性がございます。また、現場周辺で工事

車両の出入りが多くなりますが、安全に進めて参りますのでご理解・ご協力をお願いします。 

 

○土砂還元（置土）の開始予定（河川内への土砂投入） 

日 時 ： 令和 8 年 4 月 13 日（月） 10 時頃 （予定） 

※天候により、実施日が前後する可能性があります。 

    

場 所 ： 天ケ瀬ダム下流 

※詳細は別添のとおり 

 

○取材について 

4 月１３日 10:00 から土砂投入を行いますので、現場（別紙参照）で取材を希望される方は 

4 月１０日（金）16:00 までに淀川ダム統合管理事務所 北垣宛にメール連絡ください。 

Mail：kkr-yododamu@mlit.go.jp 

 

＜取扱い＞             ―――――――― 

 

＜配布場所＞ 

近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、京都府政記者クラブ、宇治市記者クラブ 

 

 

＜問合せ先＞ 

【土砂還元工事・ダム堆砂対策 担当者】 

国土交通省近畿地方整備局淀川ダム統合管理事務所  

副所長 北
き た

垣
が き

 啓
ひ ろ

文
ふ み

（内線 204）    管理課長 平尾
ひ ら お

 和彦
かずひこ

（内線 331）  

TEL: 072-856-3131（代表）    

 【宇治川河川管理、調査関係 担当者】 

国土交通省近畿地方整備局 淀川河川事務所 

     副所長 神後
じ ん ご

 雅文
まさふみ

（内線 204）   流域治水課長 泉
いずみ

 あかり（内線 351） 

TEL: 072-843-2861（代表）    

 

 



宇治川への土砂還元として天ヶ瀬ダムの堆積土砂3,000㎥をダム下流に置土します

・ 天ケ瀬ダムより上流5.4kmの作業構台において準備した浚渫土砂を投入箇所（①）に運搬します。
土砂投入にあたっては作業に支障となる防護柵は一時的に撤去（②）を行います。
河川内の作業スペース確保のため置土で敷き均しを行い、4/13から土砂を搬入し河川内への投入を開始する予定
です。（約90㎥/日）
・ 工事に際して、工事用車両（重機、ダンプトラック）が出入りしますので、宇治市道白虹橋左岸側に交通誘導警備員
を配置します。
・ 地域の安全を最優先に工事を進めてまいりますので、ご理解・ご協力のほど宜しくお願い致します。

見学場所 土砂投入の作業スペース

５月４月作業内容

準備・土砂運搬

土砂還元（河川内投入）

一時的に防護柵を撤去

土砂運搬ルート

交通誘導警備員

凡 例

①

② ③



令和7年度の置土（1,100m3）の結果

・令和7年3月4日の置土実施以降、6月上旬の出水を受け、ほとんどの置土が流出。
・置土した土砂は出水に併せて流下するため、平常時を含む下流の濁度に大きな差異は無かった。
・また置土内に設置したトレーサーから京滋BP下流まで土砂は到達しており、学識者からも大きな石の周囲に砂礫が
存在することでヨシノボリの卵が増加することやオイカワの繁殖が確認できたとの意見をいただいた。
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令和7年度は6月に700m3/s程度の洪水が発生し、7月1日
には、置土1,100m3は概ね流下。

洪水時に濁度が上昇するが、置土量1,100m3 では置
き土以前からの極端な濁度上昇は見られない。 置土実施

宇治川の濁度変化

置土無し

宇治川の流量変化


